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会　議　録

次　　第

１．開会あいさつ

【前回会議よりの確認】

1．議事録（概要）の確認

　　
【事項（勉強会）】

　　1.　処理システムについて

　　　　（１）ケース１、２（200,000ｍ３）とケース３（120,000ｍ３）の計画を比較しても、たいした減溶化になっていないのでは。

（２）浦添市は、残渣がでない（処分場を要しない）と聞いているが、南部地区では120,000ｍ３も必要なのか。

→（１）、（２）については、埋立対象物にスラグも含まれている。そのスラグの利用先が確立出来れば、処分場の容量は減ることになるが、現状はまだ確立されていないので、この計画になっている。

（３）溶融スラグを路盤材に使用した場合、スラグからダイオキシン等が溶出する二次災害を引き起こす事はないか。

→　これまでにそういう事例はない。また、視察研修時に確認する。

（４）今回出された資料結果のバックデータをとりまとめて、報告書として提示する考えはあるのか。
　　　　　　　　→　取りまとめする時には、バックデータも添付する。
（５）早めに先進地の視察を行い、地域に理解を得られる施設の検討をしていくべきではないか。

→　これまで協議してきた問題点、課題点等を総括して、先進地の視察研修を行う。

（６）基本計画については、前回の計画と今回の計画とで、２つになるが、前回の基本計画が無駄ではないか。

　　　　　→　前回計画と今回計画では、内容的に相違が予想される。その場合新たなる計画書の作成が必要になる。但し、前回の計画書出、活用できるものについては活用していく。
２．今後のスケジュール（平成１５年度）

　　（１）処理システムの決定等、この手順（資料３）では、住民同意は難しい。住民との話し合いの場を持ち、住民の意見を反映させる（住民に選択肢を与える）方法がよいのではないか。

→　処理システムの選定については、視察研修終了後の報告会で議題として提示する。

３．先進地視察研修の実施について

１０月２０日（月）浦添市クリーンセンター視察

１０月２９日（水）～３１日（金）県外先進地視察（九州地区調整中）
　　

４．シンポジウムの開催について

（１）住民への周知として、この委員会の進捗状況をシンポジウムのなかで報告すべきではないか。
→　事務局預かり検討する。

５．閉会あいさつ

